
１
月

日
、
第
２
回
控
訴
審
に
お
い
て
、
東

23

京
高
裁
・
東
裁
判
長
は
中
労
委
・
Ｊ
Ｒ
側
に

対
し
て
、
「
Ｊ
Ｒ
設
立
委
の
不
当
労
働
行
為
を

認
め
な
い
な
ら
証
人
採
用
」
と
明
言
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
中
労
委
・
Ｊ
Ｒ
側
は
「
認

め
な
い
」
と
は
っ
き
り
回
答
し
た
。
そ
れ
な

ら
ば
、
真
実
を
知
る
井
手
（
元
Ｊ
Ｒ
西
会
長
）

・
深
澤
（
Ｊ
Ｒ
東
会
長
）
の
証
人
尋
問
は
絶

対
に
必
要
だ
。

何
が
「
Ｊ
Ｒ
は
関
与
し
て
い
な
い
」
だ
！

し
か
し
、
Ｊ
Ｒ
東
は
「
不
採
用
基
準
は
国
鉄

内
部
で
設
定
さ
れ
た
」
「
Ｊ
Ｒ
設
立
委
員
の
指

示
に
よ
り
策
定
さ
れ
た
と
い
う
事
実
は
な
い
」

「
そ
れ
は
す
で
に
葛
西
（
元
Ｊ
Ｒ
東
海
会
長
）

が
証
言
し
て
い
る
か
ら
証
人
尋
問
は
不
要
」

と
主
張
し
て
き
た
。
こ
の
期
に
及
ん
で
「
偽

証
」
を
繰
り
返
す
な
ど
絶
対
に
許
せ
な
い
！

そ
も
そ
も
こ
こ
ま
で
裁
判
が
長
引
い
て
い

る
の
は
、
Ｊ
Ｒ
が
裁
判
で
も
一
貫
し
て
国
鉄

分
割
・
民
営
化
の
真
実
を
隠
し
続
け
て
き
た

か
ら
だ
。

動
労
千
葉
を
支
援
す
る
会

ニ
ュ
ー
ス

動

労

千

葉

を

支

援

す

る

会

事

務

局

千
葉
市
中
央
区
要
町
２
ー
８

Ｄ
Ｃ
会
館

℡

０
４
３（
２
０
２
）
７
８
２
０

Fax

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

info@
doro-shien.site

〒
口
座
番
号

０
０
１
５
０
ー
３
ー
９
２
０
３
６

2026.5.22
４１７

国鉄１０４７名解雇撤回！
「偽証」続けるJR許すな！

７・１１国鉄集会～
７・１６高裁闘争へ！

◆国鉄闘争全国運動7・11全国集会
7月11日（土）13時00分～

千葉市文化センターアートホール

◆7・16東京高裁闘争
控訴審第３回期日
7月16日（木）14時00分～

東京高裁101号法廷

東京高裁包囲デモ
集合：12時30分 日比谷公園霞門

裁判後、報告集会を開催
日比谷図書文化館 地下大ホール

５/13「解雇撤回・ＪＲ復帰」署名
２９１１筆（累計８９７３筆）を提出



〈
選
別
解
雇
さ
れ
た
動
労
千
葉
組
合
員
は
も

と
も
と
採
用
候
補
者
名
簿
に
記
載
さ
れ
て
い

た
〉
〈
名
簿
提
出
の
直
前
に
な
っ
て
策
定
さ
れ

た
不
採
用
基
準
に
よ
っ
て
排
除
さ
れ
、
解
雇

さ
れ
た
〉

こ
の
隠
さ
れ
た
真
実
を
暴
き
出
し
た
の
は
、

わ
れ
わ
れ
の
闘
い
だ
。
そ
し
て
、
不
採
用
基

準
の
策
定
そ
の
も
の
が
不
当
労
働
行
為
だ
っ

た
と
最
高
裁
で
確
定
さ
せ
た
の
だ
。
し
か
も
、

そ
の
作
成
を
指
示
・
決
定
し
て
い
た
の
は
Ｊ

Ｒ
設
立
委
だ
っ
た
。
「
Ｊ
Ｒ
は
選
別
に
一
切
関

与
し
て
い
な
い
」
ど
こ
ろ
か
、
選
別
解
雇
の

権
限
を
行
使
し
た
張
本
人
だ
。

そ
の
す
べ
て
の
真
実
を
突
き
つ
け
た
上
で

な
お
偽
証
を
繰
り
返
す
と
は
！

あ
ま
り
に

も
悪
質
だ
。
こ
の
Ｊ
Ｒ
を
「
時
効
（
除
斥
期

間
）
」
を
理
由
に
免
罪
す
る
な
ど
絶
対
に
許
さ

れ
な
い
！

全
国
の
仲
間
の
力
で
集
め
た

署
名
提
出

５
月

日
、
全
国
の
仲
間
の
力
で
集
め
た

13

２
９
１
１
筆
（
累
計
８
９
７
３
筆
）
の
署
名

を
提
出
し
た
。
こ
れ
は
今
な
お
多
く
の
労
働

者
が
国
鉄
闘
争
に
思
い
を
よ
せ
て
く
れ
て
い

る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
絶
対
に
こ
の
闘
い

に
か
ち
き
り
、
「
解
雇
撤
回
・
Ｊ
Ｒ
復
帰
」
を

実
現
し
よ
う
。

同
時
に
、
前
回
の
裁
判
で
決
定
さ
れ
た
通

り
、
井
手
・
深
澤
の
証
人
採
用
を
行
う
よ
う

強
く
申
し
入
れ
た
。
そ
も
そ
も
事
実
内
容
に

つ
い
て
争
う
な
ら
、
そ
れ
を
知
る
当
人
の
証

人
尋
問
は
当
然
だ
。

Ｊ
Ｒ
・
中
労
委
は
真
実
を
隠
ぺ
い
す
る

な
！７

・

国
鉄
集
会
ー
７
・

高
裁
闘
争
の

11

16

大
結
集
で
東
京
高
裁
を
包
囲
し
、
井
手
・
深

澤
の
証
人
尋
問
を
実
現
し
よ
う
！

尼崎事故２１ヵ年 ＪＲは責任をとれ！

４・２６尼崎事故弾劾集会・デモ運
転
士
と
乗
客
あ
わ
せ
て
１
０
７
人
の

命
を
奪
っ
た
尼
崎
事
故
は
国
鉄
分
割
・

民
営
化
に
よ
る
安
全
を
無
視
し
た
合
理

化
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
た
。
こ
れ

を
弾
劾
す
る
集
会
が
Ｊ
Ｒ
尼
崎
駅
北
広

場
に
お
い
て
動
労
西
日
本
の
主
催
で
開

催
さ
れ
た
。

動
労
千
葉
の
中
村
副
委
員
長
は
、
今

春
闘
で
３
波
に
わ
た
る
行
動
と
ス
ト
ラ

イ
キ
を
反
戦
春
闘
と
し
て
闘
っ
た
こ
と

を
報
告
し
、
１
０
４
７
名
解
雇
撤
回
闘

争
裁
判
の
勝
利
・
職
場
復
帰
を
勝
ち
取

る
と
ア
ピ
ー
ル
し
た
。



「
冷
酷
な
サ
ー
ビ
ス
切
り
捨
て
」

近
年
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
が
強
力
に
推
進
し
て
い

る
合
理
化
は
、
乗
客
の
利
便
性
と
、
現
場
の

労
働
環
境
を
容
赦
な
く
引
き
裂
い
て
い
る
。

そ
の
最
た
る
象
徴
が
、
地
域
の
拠
点
を
担
っ

て
き
た
「
み
ど
り
の
窓
口
」
の
大
量
閉
鎖
だ
。

主
要
駅
に
は
不
慣
れ
な
券
売
機
を
前
に
途
方

に
暮
れ
る
利
用
者
が
溢
れ
、
長
蛇
の
列
が
で

き
る
光
景
が
日
常
化
し
て
し
ま
っ
た
。

さ
ら
に
、
２
０
２
４
年
春
の
ダ
イ
ヤ
改
正

に
お
け
る
京
葉
線
の
「
通
勤
快
速
・
快
速
廃

止
」
は
、
地
域
住
民
と
沿
線
自
治
体
の
怒
り

を
爆
発
さ
せ
、
会
社
の
一
部
見
直
し
と
い
う

異
例
の
事
態
に
ま
で
発
展
し
た
。

鉄
道
は
、
地
域
住
民
の
命
綱
で
あ
り
、
社

会
を
支
え
る
公
共
イ
ン
フ
ラ
だ
。
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
な
ぜ
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
経
営
陣
は
、

乗
客
か
ら
の
凄
ま
じ
い
大
ブ
ー
イ
ン
グ
や
ブ

ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
の
失
墜
を
平
然
と
無
視
し
、

「
冷
酷
な
サ
ー
ビ
ス
切
り
捨
て
」
を
強
行
で

き
る
の
か
。

そ
の
裏
に
あ
る
の
は
、
現
場
を
無
視
し
た

無
謀
な
経
営
計
画
と
、
株
式
上
場
鉄
道
会
社

の
中
で
異
常
な
ま
で
に
突
出
し
た
「
外
国
人

株
主
比
率
」
、
そ
し
て
利
用
者
の
安
全
す
ら
カ

ネ
に
換
え
る
「
行
き
過
ぎ
た
株
主
第
一
主
義

（
強
欲
資
本
主
義
）
」
の
弊
害
だ
。

「
変
革
２
０
２
７
」
ー

常
軌
を
逸
し
た
コ
ス
ト
削
減

Ｊ
Ｒ
東
日
本
は
現
在
、
中
期
経
営
計
画
「
変

革
２
０
２
７
」
を
掲
げ
、
最
終
年
度
で
あ
る

２
０
２
７
年
３
月
期
に
グ
ル
ー
プ
連
結
売
上

高
「
４
・
３
兆
円
」
を
達
成
す
る
と
い
う
、

過
去
最
高
水
準
の
野
心
的
な
目
標
に
し
が
み

つ
い
て
い
る
。
だ
が
、
少
子
高
齢
化
と
人
口

減
少
と
コ
ロ
ナ
禍
を
機
に
定
着
し
た
テ
レ
ワ

ー
ク
や
オ
ン
ラ
イ
ン
社
会
に
よ
っ
て
、
鉄
道

の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
は
根
本
か
ら
崩
壊
し
て

い
る
。
か
つ
て
の
よ
う
に
「
平
日
の
朝
に
な

れ
ば
、
満
員
電
車
で
乗
客
が
勝
手
に
押
し
寄

せ
て
ボ
ロ
儲
け
で
き
る
」
時
代
は
完
全
に
終

わ
っ
た
の
だ
。
本
業
の
増
収
な
ど
構
造
的
に

見
込
め
な
い
こ
と
は
、
経
営
陣
自
身
が
一
番

よ
く
分
か
っ
て
い
る
は
ず
だ
。

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
見
栄
え
の
良
い

「
４
・
３
兆
円
」
と
い
う
ノ
ル
マ
を
死
守
す

る
た
め
に
、
彼
ら
が
選
ん
だ
手
段
は
あ
ま
り

に
も
冷
酷
だ
。

「
乾
い
た
雑
巾
を
さ
ら
に
絞
る
」
よ
う
な
、

現
場
へ
の
徹
底
的
な
コ
ス
ト
削
減
の
押
し
付

け
、
本
業
を
軽
視
し
、
儲
け
偏
重
の
非
鉄
道

事
業
（
不
動
産
・
流
通
な
ど
）
へ
の
急
進
的

な
シ
フ
ト
、
乗
客
を
足
蹴
に
す
る
「
み
ど
り

の
窓
口
閉
鎖
」
「
ロ
ー
カ
ル
線
の
減
便
」
「
ワ

ン
マ
ン
運
転
の
拡
大
」
「
快
速
廃
止
」
と
い
っ

た
暴
挙
は
、
す
べ
て
こ
の
「
４
・
３
兆
円
」

と
い
う
経
営
陣
の
自
己
満
足
の
数
字
を
達
成

す
る
た
め
に
、
な
り
ふ
り
構
わ
ず
実
行
さ
れ

た
徹
底
的
な
「
現
場
・
乗
客
イ
ジ
メ
」
の
コ

ス
ト
カ
ッ
ト
な
の
で
あ
る
！

Ｊ
Ｒ
東
日
本

ー

「行
き
過
ぎ
た
株
主
第
一
主
義（
強
欲
資
本
主
義
）」

そ
の
ド
ス
黒
い
構
造
を
徹
底
的
に
暴
露
す
る
！

相
次
ぐ
窓
口
閉
鎖
、
強
硬
な
ワ
ン
マ
ン
化
、
地
方
ロ
ー
カ
ル
線
廃
止



他
社
を
圧
倒
す
る

「外
国
人
株
主
比
率

・４
％
」

31

な
ぜ
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
、
乗
客
の
利
便
性

を
犠
牲
に
し
、
効
率
化
を
急
が
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
か
。
そ
れ
は
、
経
営
陣
が
日
本
の

乗
客
や
現
場
の
労
働
者
で
は
な
く
、
海
の
向

こ
う
の
「
海
外
投
資
家
」
の
顔
色
ば
か
り
を

伺
っ
て
い
る
か
ら
だ
。

有
価
証
券
報
告
書
の
デ
ー
タ
を
見
れ
ば
、

会
社
の
異
常
な
体
質
が
一
発
で
露
呈
す
る
。

Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
外
国
人
株
主
比
率
は
、
実
に

「

・
４
％
」
に
達
し
て
い
る
。

31他
の
大
手
私
鉄
や
航
空
大
手
と
比
べ
て
も
、

Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
数
字
は
群
を
抜
い
て
異
常
だ
。

（
Ｊ
Ｒ
西
は

・
８
％
）
海
外
の
ハ
ゲ
タ
カ

29

フ
ァ
ン
ド
や
機
関
投
資
家
に
と
っ
て
、
日
本

の
ロ
ー
カ
ル
線
の
維
持
や
、
駅
の
利
便
性
、

公
共
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
の
使
命
な
ど
「
知
っ

た
こ
と
で
は
な
い
」
の
だ
。
彼
ら
が
求
め
る

の
は
、
た
だ
一
つ
。「
短
期
的
な
儲
け
」
と
「
莫

大
な
配
当
金
」
と
い
う
シ
ビ
ア
な
数
字
だ
け

で
あ
る
。

そ
の
恥
ず
べ
き
証
拠
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お

け
る
会
社
の
配
当
政
策
だ
。
移
動
制
限
に
よ

っ
て
鉄
道
収
入
が
激
減
し
、
数
千
億
円
規
模

の
未
曽
有
の
大
赤
字
を
計
上
し
た

年
度
・

20

年
度
、
現
場
は
感
染
の
リ
ス
ク
に
怯
え
な

21が
ら
必
死
に
運
行
を
守
っ
て
い
た
。
そ
の
極

限
状
態
の
裏
で
、
経
営
陣
は
年
間
３
７
６
億

円
に
の
ぼ
る
巨
額
の
株
主
配
当
を
続
け
た
の

だ
！

外
国
人
株
主
比
率

・
４
％
に
照
ら

31

せ
ば
、
こ
の
大
赤
字
の
苦
境
下
で
捻
出
さ
れ

た
配
当
金
の
う
ち
、
実
に
３
分
の
１
近
い
「
約

１
１
８
億
円
」
が
、
毎
年
そ
の
ま
ま
日
本
国

外
の
投
資
家
へ
と
流
出
し
て
い
た
。

乗
客
に
は
「
コ
ロ
ナ
で
経
営
が
厳
し
い
か

ら
」
と
言
い
訳
し
て
窓
口
を
閉
鎖
し
、
割
引

キ
ッ
プ
を
廃
止
し
て
実
質
的
な
値
上
げ
を
強

行
し
、
現
場
の
要
員
を
削
り
な
が
ら
、
そ
の

裏
で
は
海
外
の
株
主
に
血
金
を
貢
ぎ
続
け
て

い
た
。
こ
れ
が
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
あ
ま
り
に
も

醜
悪
な
真
の
姿
だ
！

分
割
・
民
営
化
が
も
た
ら
し
た

「
本
業
軽
視
」
の
歪
ん
だ
企
業
体
質

民
営
化
の
際
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
は
首
都
圏
の

巨
大
な
運
行
網
と
と
も
に
、
東
京
・
新
宿
・

渋
谷
と
い
っ
た
世
界
屈
指
の
一
等
地
や
広
大

な
鉄
道
用
地
を
そ
の
ま
ま
引
き
継
い
だ
。
会

社
は
こ
の
莫
大
な
遺
産
を
転
が
し
、
駅
ビ
ル

（
ル
ミ
ネ
・
ア
ト
レ
な
ど
）
や
エ
キ
ナ
カ
、

外
国
人
株
主
比
率

Ｊ
Ｒ
東
日
本

・
４
％

31

Ｊ
Ｒ
西
日
本

・
８
％

29

Ｊ
Ｒ
東
海

・
８
％

27

Ｊ
Ｒ
九
州

・
７
％

26

京
成
電
鉄

・
７
％

21

東
急
電
鉄

・
５
％

20

日
本
航
空

・
０
％

18

全
日
本
空
輸

・
７
％

11

ＪＲ東日本は４月30日、26年３月期の決算短信を発表した。こ
の３年の株主配当はすさまじい増額だ。コロナ禍で一旦落ち込
んだが、その後急激に増額し、昨年すでに過去最高に、今年
はそこから約１５７億円も増やし８３７億７８００万円だ。



オ
フ
ィ
ス
開
発
と
い
っ
た
「
不
動
産
・
生
活

サ
ー
ビ
ス
事
業
」
に
狂
奔
し
、
莫
大
な
利
益

を
上
げ
て
き
た
。
不
動
産
事
業
は
一
度
建
て

て
し
ま
え
ば
効
率
よ
く
稼
げ
る
「
打
出
の
小

槌
」
だ
。
一
方
で
、
本
来
の
本
業
で
あ
る
は

ず
の
鉄
道
事
業
は
、
災
害
対
策
、
老
朽
化
し

た
ト
ン
ネ
ル
や
橋
梁
の
メ
ン
テ
、
ホ
ー
ム
ド

ア
な
ど
の
安
全
投
資
に
「
莫
大
な
カ
ネ
が
か

か
る
ビ
ジ
ネ
ス
」
で
あ
る
。

そ
の
結
果
、
社
内
で
は
「
利
益
率
」
と
い

う
目
先
の
物
差
し
だ
け
で
評
価
さ
れ
、
「
鉄
道

は
カ
ネ
が
か
か
る
割
に
儲
か
ら
な
い
足
か
せ

部
門
」
「
不
動
産
こ
そ
が
花
形
」
と
い
う
、
本

末
転
倒
な
企
業
体
質
が
定
着
し
て
し
ま
っ
た
。

低
利
益
で
手
間
の
か
か
る
「
鉄
道
の
現
場
」

や
「
乗
客
へ
の
サ
ー
ビ
ス
」
は
、
社
内
で
完

全
に
「
コ
ス
ト
の
ゴ
ミ
箱
」
扱
い
さ
れ
て
い

る
の
が
現
状
だ
！

大
手
私
鉄
と
の
決
定
的
違
い

大
手
私
鉄
と
の
決
定
的
な
違
い
と
「
独
占

市
場
」
に
胡
坐
を
か
く
驕
り
。
同
じ
首
都
圏

の
東
急
や
京
成
な
ど
の
私
鉄
は
、
こ
こ
ま
で

極
端
な
改
悪
に
は
踏
み
切
れ
な
い
。

な
ぜ
な
ら
彼
ら
は
「
沿
線
価
値
」
を
高
め
、

住
民
に
住
み
続
け
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
自
社

が
潰
れ
る
と
い
う
危
機
感
が
あ
る
か
ら
だ
。

し
か
し
、JR

東
日
本
は
あ
ま
り
に
も
巨
大

で
あ
り
、
東
京
圏
と
い
う
「
黙
っ
て
い
て
も

人
が
集
ま
る
絶
対
的
な
独
占
市
場
」
を
牛
耳

っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
「
少
々
サ
ー
ビ
ス
の

質
を
落
と
そ
う
が
、
客
を
不
便
に
さ
せ
よ
う

が
、
ど
う
せ
他
の
鉄
道
や
交
通
手
段
が
な
い

の
だ
か
ら
乗
る
だ
ろ
う
」
と
い
う
、
信
じ
が

た
い
「
驕
り
」
と
「
独
占
の
暴
力
」
が
Ｊ
Ｒ

東
日
本
会
社
に
蔓
延
し
て
い
る
。
こ
の
不
遜

な
経
営
姿
勢
こ
そ
が
、
他
社
が
躊
躇
す
る
よ

う
な
強
硬
な
合
理
化
を
可
能
に
し
て
い
る
正

体
だ
。

大
手
私
鉄
は
鉄
道
事
業
は
非
上
場

ち
な
み
に
、
阪
急
阪
神
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

ス
、
東
急
な
ど
の
私
鉄
会
社
が
持
ち
株
会
社

を
上
場
し
、
鉄
道
に
つ
い
て
は
非
上
場
の
子

会
社
と
す
る
こ
と
で
、
市
場
の
評
価
に
は
な

じ
ま
な
い
事
業
を
あ
る
程
度
分
離
し
て
い
る

こ
と
と
は
対
照
的
だ
。

鉄
道
事
業
は
莫
大
な
設
備
投
資
が
必
要
で

あ
り
、
安
全
第
一
の
運
営
や
赤
字
ロ
ー
カ
ル

線
の
維
持
な
ど
、
短
期
的
な
利
益
や
株
価
の

最
大
化
と
は
馴
染
ま
な
い
「
高
い
公
共
性
」

を
持
っ
て
い
る
か
ら
だ
。

現
場
の
怒
り
は
限
界
突
破
！

今
こ
そ
反
撃
の
声
を
上
げ
、
鉄
道
の
矜
持

を
取
り
戻
そ
う
！

市
場
原
理
と
効
率
性
と

い
う
悪
魔
の
論
理
に
よ
っ
て
、
公
共
イ
ン
フ

ラ
が
足
元
か
ら
崩
壊
さ
せ
ら
れ
よ
う
と
し
て

い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
す
べ
て
の
シ
ワ
寄
せ

を
食
ら
っ
て
い
る
の
は
、
日
々
高
い
運
賃
を

払
わ
さ
れ
て
い
る
「
乗
客
」
と
、
最
前
線
で

泥
を
塗
ら
れ
な
が
ら
働
く
現
場
の
労
働
者

だ
！

窓
口
が
削
ら
れ
、
ワ
ン
マ
ン
化
が
押

し
付
け
ら
れ
、
駅
や
保
守
施
設
や
車
両
基
地

な
ど
の
現
場
の
要
員
が
限
界
ま
で
減
ら
さ
れ

る
た
び
に
、
現
場
の
負
担
と
精
神
的
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
は
破
裂
寸
前
だ
。

ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
れ
ば
ワ
ン
オ
ペ
の
現
場

に
責
任
が
押
し
付
け
ら
れ
、
乗
客
か
ら
の
激

し
い
怒
り
の
矛
先
を
真
っ
正
面
か
ら
受
け
る

の
は
、
冷
房
の
効
い
た
本
社
ビ
ル
で
数
字
だ

け
を
弄
ん
で
い
る
経
営
陣
で
は
な
く
、
現
場

の
労
働
者
で
あ
る
！

こ
の
「
行
き
過
ぎ
た
株
主
第
一
主
義
」
に

よ
る
現
場
破
壊
・
サ
ー
ビ
ス
破
壊
を
、
こ
れ

以
上
黙
っ
て
見
て
い
て
た
ま
る
か
！

闘
う
労
働
組
合
の
再
生
と
、
職
場
か
ら
反

撃
の
闘
い
に
立
ち
上
が
る
こ
と
が
必
要
だ
。



Ｊ
Ｒ
東
日
本
は
３
月
９
日
、
久
留
里
線
・

久
留
里
〜
上
総
亀
山
間
（
９
・
６
ｋ
ｍ
）
の

廃
止
届
を
、
国
土
交
通
省
に
提
出
し
た
。
住

民
の
声
を
無
視
し
た
地
域
切
り
捨
て
の
攻
撃

を
許
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

廃
線
後
に
つ
い
て
は
バ
ス
転
換
が
打
ち
出

さ
れ
、
「
１
日

往
復
で
便
利
に
な
る
」
と
い

13

っ
た
宣
伝
が
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ

は
「
悪
質
な
詐
欺
」
と
い
う
べ
き
中
身
だ
。

都
市
部
で
さ
え
深
刻
な
運
転
手
不
足

何
よ
り
バ
ス
の
運
転
手
不
足
は
都
市
部
で

さ
え
深
刻
だ
。
日
本
バ
ス
協
会
の
試
算
に
よ

れ
ば
、
４
年
後
に
は
全
国
で
３
万
６
千
人
不

足
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。
す
で
に
バ
ス
路
線

の
廃
止
や
減
便
は
大
規
模

に
進
ん
で
い
る
。

東
京
都
内
で
は

年
以

20

降
、
京
王
バ
ス
や
関
東
バ

ス
、
京
浜
急
行
バ
ス
な
ど

が
相
次
い
で
路
線
バ
ス
の

減
便
・
廃
止
を
実
施
し

た
。
昨
年
は
東
京
都
交
通

局
が

路
線
、
２
０
６
便

19

の
減
便
に
踏
み
切
っ

た
。
千
葉
で
も
、
千
葉

中
央
バ
ス
が
鎌
取
駅
や

土
気
駅
発
着
の
路
線
で

大
幅
な
減
便
を
実
施
し

て
い
る
。
大
阪
府
富
田
林
市
な
ど
４
市
町
村

を
走
る
金
剛
バ
ス
は
運
転
手
不
足
で
バ
ス
事

業
そ
の
も
の
を
廃
止
し
、

路
線
す
べ
て
が

15

廃
止
さ
れ
た
。

地
域
住
民
の
交
通
権
ふ
み
に
じ
る
な

久
留
里
〜
上
総
亀
山
間
の
バ
ス
転
換
後
に

つ
い
て
は
２
車
両
（
予
備
含
め
３
車
両
）
で

の
運
行
案
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。

１
号
車
、
２
号
車
の
始
発
は
そ
れ
ぞ
れ
５

時

分
と
６
時

分
発
、
最
終
は

時

分

45

45

21

55

と

時
着
。
業
務
は
運
転
だ
け
で
は
な
い
。

23
出
発
前
点
呼
や
車
両
の
日
常
点
検
、
運
賃
箱

や
両
替
機
の
確
認
な
ど
も
必
要
だ
。
運
転
終

了
後
も
、
運
賃
精
算
や
売
上
金
の
納
入
、
運

行
管
理
者
へ
の
事
故
や
異
常
の
有
無
の
報
告
、

日
報
の
作
成
な
ど
の
業
務
が
あ
る
。
１
日
あ

た
り
４
人
で
運
行
さ
せ
る
な
ら
ば
、
二
種
自

動
車
運
転
免
許
を
持
っ
た
運
転
手
が
最
低
で

も
フ
ル
タ
イ
ム
で
６
人
は
必
要
だ
。
運
行
開

始
時
は

往
復
だ
っ
た
と
し
て
も
、
長
期
的

13

に
要
員
を
維
持
し
続
け
ら
れ
る
根
拠
が
ど
こ

に
あ
る
の
か
。

鉄
道
路
線
の
廃
止
後
に
バ
ス
転
換
さ
れ
、

次
々
に
減
便
・
廃
止
と
な
っ
た
例
は
い
く
つ

も
あ
る
。

３
分
の
１
の
出
費
で

年
２
・
４
億
円
の
赤
字
を
解
消

久
留
里
線
の
廃
線
処
理
費
用
と
し
て
、
Ｊ

Ｒ
東
か
ら
君
津
市
に
対
し
て
拠
出
さ
れ
る
20

億
円
に
つ
い
て
は
、
毎
年
１
・

億
円
ず
つ

11

年
間
に
わ
た
っ
て
拠
出
さ
れ
る
も
の
と
仮

18定
し
て
割
引
現
在
価
値
（
＊
）
は
、
約

億
14

６
千
５
百
万
円
と
算
出
さ
れ
る
。
１
年
当
た

り
に
換
算
す
る
と
７
３
２
５
万
円
と
な
る
。

（
＊
）
割
引
現
在
価
値
と
は
、
将
来
得
ら
れ
る

見
込
み
の
金
銭
を
現
在
受
け
取
る
と
し
た
ら
、
ど

の
程
度
の
価
値
に
な
る
か
を
示
し
た
数
値
の
こ

と
。
Ｍ
＆
Ａ
や
不
動
産
投
資
な
ど
の
場
面
に
お
い

て
、
使
わ
れ
る
。

Ｊ
Ｒ
側
か
ら
見
る
と
、
年
間
２
億
４
千
万

円
の
赤
字
が
解
消
さ
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

君
津
市
に
対
し
て
は
年
間
７
千
万
円
程
度
の

手
切
れ
金
で
鉄
道
の
廃
線
を
の
ま
せ
た
こ
と

に
な
る
。
一
方
で
、
君
津
市
側
は
、
今
後
の

バ
ス
運
行
コ
ス
ト
の
上
振
れ
や
、
ド
ラ
イ
バ

ー
不
足
へ
の
対
応
、
そ
の
他
に
発
生
す
る
社

会
的
費
用
に
つ
い
て
の
リ
ス
ク
を
負
う
こ
と

に
な
る
。

バ
ス
転
換
計
画
は
、
地
域
住
民
の

交
通
権
を
踏
み
に
じ
る
「
悪
質
な
Ｊ
Ｒ
の
詐

欺
」
な
の
だ
。

久
留
里
線
・
久
留
里
〜
上
総
亀
山
間

「
バ
ス
転
換
で
便
利
に
」
の
ペ
テ
ン


